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中
国
の
新
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世
界
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一

＋ニ
全
大
会
と
今
後
の
ゆ
（
え
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非
毛
沢
東
化
を
進
め
る
中
国。

二
の
潮
流
は
ソ
連
宅
デ
ル
E

J
視
の
方
向
だ
。

再
ぴ
中
ソ
は

二

枚
岩e

と
な
り
う
る
の
か
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なぜ中国政治は重要か一

九
月
初
句に
聞か
九
た
中国
共
産
党第
十二
回
大

会はh
ζ
の
時
期にい
わゆ
る
教
科書
問題をめ
ぐ

っ
て
日
中
関
係
が

甥迫
し
た
状
況
に
あっ
た
だ
け

に、
ひ
と
きわ
注
目さ
札
た。

＼・
しか
も
今
回の
第十二
回
党
大
会は 、

米中
関
係

の
冷却
化、
目

中関係の
緊
張
と
と
もに 、
中国の

対外
路
線が
大幅に
変
花しつ
つ
ある
状
況下で
聞

か
札
たの
で
ある1

今日
の
中国は 、
国
際政
治に
おい
て
は
ま
さに

大国で
あ
る
が 、
二点 、品
人
当
りの
GN
P
ほ
約二

． ． 

五
O米ドル
前
後で、
盛か
さの
水触で
は

世界約

一六
0ヵ
国の
なか
で
も一
三
O
番
目に
も
入
ら
な

い。
そ
れでい
て
十
億さ
ら
に
は
十二
億に
正ん
な

ん
と
する
人口
をか
か
え
た
是
貧困で
も
ある骨

に
もか
か
わ
ら
ず 、
その
中国の
政
治が
な必
乙

う古
質製
な
意味を
もつ
の
か
とい
う
問題の
核心

につ
い
て
は 、
必
ずし
も
十
分な
理解が
あ
ると
は

い
え
ない
よ
うで
ある ，
も
しもと
札が
中国
以
外

の
固で
あっ
たな
ら 、・－
人
当
りの
GN
P
が二
五

O米ドル
前
後とい
うよ
う
た
園の’－
挙
苧－
投
足

が、
ζ
れ
ほ
ど
注
目
さ
札
ると
とは
あり
得
ない
で

あ
ろう 。
そ
札
は
巨
大
な
人口
と
属大
な
国
土の
故
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だ
けで
は
ない。
経
済的に
はと
れ
程まで
に
立
ち

遅れてい
なが
ら 、
なお
かつ
国
際
社会に
かい
て

は 、
ア
メ
9カ
を
もソ
速を
も
手玉に
と
り
得る
し

た
たか
な「
戦略
国
家」
で
あ
るか
らζ
そ 、
中国

の
存
在が
ひ
と
きわ
大
きくタ白
1ズ
アッ
プ
さ
札

るの
で
ある ，

し
たがっ
て、
その
よ
うな
「
戦
略
国
家」
中国

の
世
界戦略
を
規
定
する
中国
圏
内
政
治 ．の
91
F

lシッ
プ
のい
か
ん
が 、
決
定
的に

重要な
窓味を

．
もっ
と
考えて
よい
ので
ある。
換
雷
宇札
ぽ 、
中・

圏
内
政が
根
本
的な
問題なの
で
あっ
て 、
中国似

内
政い
か
ん
が
中国の
対外
腿
磁
を
決
定し 、
中国

Voice 

：中ま

嶋；

の

惟県馳践を
規
定する 。
そ
札
恥
え
に
外
部
世界

拡
大
き〈
捕り
動か
さ
れ
る
の
だ
とい
え
よ
う 。
し

か
し
同
時に 、
ζ
札
ら
の
領績は 、
外部
世
界が
周

りか
らい
くら
そ
れを
錬
作
し
よ
うと
して
も 、
い

か
ん
と
も
じが
たい
乙
と
を 、
わ
札わ
れ
は
知 Fっ
て

お
く
必
裂が
ある e

．
か
つ
て 、
中
国に
対
する
ア
メ
pカ
の
基本
的な

戦略
は 、
中Y
を
離間さ
せ
る
乙
とで
あっ
たー
し

か
し
そ
の
中ソ

隊問策に
よっ
て
中ソ
は
対
立し
た

わ
けで
は
な
く 、
ま
さに
中国
共
産
党の
当
時の
9

1
F
ー
で
あっ
た
毛
沢
東の
対ソ
認
織が、
中ソ
対

決を
も
たら
し
た
の
で
ある ，

r

ζ
の
よ
う
に
見て
ゆ
く
と 、
中
国
の
政
治の
助

．
き 、
中国
共
産
党の
動向は 、
今日
依
然と
して
世

界を
動か
してい
る
といっ
て
も
過雷で
は
たい ．

乙
の
よ
うな
視点に
立っ
て
中国の
政
治を
見ない

がぎり、
中闘が
世界に対して
提起するさまざ

まな
問題の棋
本を到解するととはできない，

今回の
教
科
山
間胞につ
い
て
も 、
わが
国の
対

応がい
わ
ゆ
る
U

中関係の
仲組みの
中で
の
み
行

わ
れよ
うと
してい
る
とと
ろ庇
問題が
ある 。
中

国がきわめて雌しい対日
成田勢を表明しはじめ

たのは、
中間の
世界臨時の
転換に基づいてい

る
と
雷わ
ざ
る
を
栂ない
か
らで
ある 。
そ
れは
中

国
共
産
党の
9
1
F
γシ
ッ
プ
の伶
質が1
非毛
沢

毛
沢
東政
治の
極
限
形
態で
あっ
た
文
化

大革命の

東化の
潮
流の
中で
大
きく
費拡してい
るか
らで

政
治的・
社会
的
残
俸を一
掃すι乙－l
fみ
る
と

あ
り1
そ
うじ
た
状
況の
中で
中国の
政
治が
行わ

か 、
さら
に
は
ま
た毛
沢
東
型社
会
主
義のシシ

ポ’

れてい
るか
ら
なの
で
あっ
てJ
間思は
日
中関
係

ル
で
ある
人
民公
社を，
解
消d
す
るζ
と

たど
だ
・

とい
i
固有の
座
標軸の
中だ
けで
は
処
理し切
札・

けが 、
非毛

沢東化なの
で
は
ない
と
と
を
随
偲し

．
ない
もの
が
ある 。
・
・
J’・ ・・
h
－
－
e

てお
く
必
要が
ある1 ・・e

a
－－・ ・

γ ・

そ
して 、
こ
の
よ
う
な
中国の
対日
姿
勢の
厳し

毛
沢
東
的な
政
治の
琉れ
を
否
定
する
とい
うとー

＼さの
根
本につ
い
て
は 、
わが
国と
して
も 、
い
か

と
は 、
毛
沢
東が
否
定しよ
うと
し
たもの
が
舎箇

ん
と
も
しが
たい
の
だ 。
中国の
指
摘噌
者は 、
中図

的t
復権
する
とい
う 、
い
わ
ぽ
9
アクショ
ン
を

がζ
う
発
言すれば 、
あるい
はと
うい
う
手守
用

伴っ
た
街
動で
あり 、
政
治の
逆
転だ
とい
え
る
の

い
れば 、
アメ
リカ
が
ど
れだ
け

動捕する
か 、
目
司

で
あ
る 。
で
は
毛
沢
東が
全
面的に
否
定しよ
うと
．

本
政
府が
どの
よ
うに
周
章狼
狽
する
か
とかいっ
．し

た
もの
は
何で
あっ
たの
か 。
そ
れは
中
国
共
産

た
波
紋を
本
能
的に
読み
切っ
て
ゆ
（の
で
ある －

党内で
は
端的にいっ
て 、
い
わゆ
る
実
禍派
路
線

ζ
の
辺の
と
じ
ろがハ
中国
政
治を
見てい
く
よで，

で
あり、
い
わ
ば
劉
少奇
路
線で
ある 。
中国
が
一

の
鎚だ
とい
た
よ
う 。

．・
・

九五
0
年
代
後
半以
降 、

農業集団化政策を
中心

と
して
築
き上
げ
て
さ
た
毛
沢
東
型
社
会
主
義
路

非
毛
沢
東
化
と
は
何
か

設、
つ
玄
り
毛
沢
東毛
デル
を
根
本
的に
否定し
た

うえで 、
つ
い
に
劉
少奇
路
線が
全面
的に
復梱
し
・

た
ζ川と
は 、・
今
回の
第十二
回
党
大会の
胡
慨
邦
報
略

告を
見て
みる
と 、

歴然と
もてい
る 也

酬

しか
も，
劉
少
奇テfゼH
の
復活と
も
報
じ
ら

恥

れ
た
よ
うに
（
本来 、
『
劉
少
脊
テ
1ぜ」
と
は一
－

一即

九四
九年
十一
月に
劉
少奇が
提起し
た
アジ
アの
中

武力
革命
方式
を
指
すの
で
あ
り1
ζ
の
よ
う
な
報

’ 
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．

 

111
1

 
で
は ・－
体 、
中
国政
治の
潮流は
今日
どの
よ
う

な
方
向に
あ
るの
だ
ろ
うか 。
私は 、
ひとロ
に
雷・

っ
て 、

非毛

沢東化を

全面的に
展開しよ
うと
し

てい
る
1l
ど
考え
てい
る 。
で
は 、
非毛
沢
東
化

と
は－
体
何で
あ
ろうか 。
そ
れは
たん
に
中国
政

治においてかつてあれほど大きな役割を占め

てい
た
毛
沢
東の
影
響
力を
弱め
る
ζ
と
だ
とか 、

；・0・・・1
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t
e
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じ
方は
叙っ
てい
る） 、
従
来の
毛
沢
東
型の 、
生・
．

今回の
第十二
回
党大
会の
諮
文献
が
しば
しば

産関係を
ま
ず改
変
する乙
とに
よっ
て
生
産
力を

三

中全会の

茸要性につ
い
て
触札てい一
るの
位 、

引
き
上
げ
よ
うとい
う 、
い
わ
ば
「
大
蹄
進」・
人

ま
さに＝

南全会
が
卸
小
平・
胡
飽
邦
体
制を
内
部

民
公
社
方式で
は
な
く 、
や
は
り
生
産
力を
高め
る

的に
固め
る
大
きな
転換
点に
なt
たζ
と
を
意味

と
とに
よっ
て
徐々
に
生産
関係
を
変え
てい
〈
と
．

し
℃い
る。

い
う 、 ．
よ
りオ
ー
ソ
ドッ
クス
な
社
会
主
義
建
設
路

官僚独裁体制の強化

線に 、
つ
ま
り凶
九
年の
建国か
ら五
0
年
代
前
半

の
時期に
まで
中国の
社
会
主
義路
線は
逆
転
し 、

・
と
の
三

中全会
当
時位 、
党内に
は
依
然と
して

あるい
は
先祖
返り
じつ
つ
あるとい
え
よ
う。
乙

文
革
派の
影
響
力も
残り 、
都圏
鋒も
党主
席の
地

の
ζ
と
は
当
然
当
時の
ソ
迎毛
デル
の
時
代 、
第一

位を
維持してい
たが 、
一
方で
はζ
の
三

中全会

次五カ
年
計間
期の
Y
迎舟
デル
の
時
代を
再辞
価

を
契機に
五
0
年
代
前
半に
経
済を
担っ
た
陳
雲ら

する
潮流に
な
る
わ
けでj
そ
う
し
た
潮
流が
中国

の
悶
幹部
が
大
量に
復活
し 、
邸
小
平
路
線を
隠
ぽ

社会の
内
部に
内在
的広
広がっ
て
い
るζ
と
を 、

固め
るζ
と
が
で
きた 0・

われ
わ
れ
は
見て ．b
〈
必
要が
あ
る 0
．，

と
うし
た
状
況の
中で 、
禁
制
英 、
率
先
念め
よ

と
う
考えて
〈
ると 、
今日の
非毛
沢東
化が
窓

うに 、
い
わぽ
周
恩来
系の
91
Fー
た
ちも
存在

味する
とζ
ろは
明
瞭で
あろ
うが 、
そ
札で
は－

し
たと
はい
え 、

舎一般的に
は
劉
少奇
路
線に
のっ ．

体乙
う
し
た
路
線は
今
回の
党大
会に
おい
て 、
具
・
とっ
た
旧
笑
栂
派つ
ま
り
邸
小
平 、
胡
飽
邦 、
万

体的に
は
どの
よ
う
な
形で
固め
ら
札つ
つ
ある
の

星 、

越紫陽（
彼の
立
場は
ちtっ
と
微妙で
あ
る

か。
そ
札
ほと
う
し
た
非毛
沢
東
化
を
政
治と
イ
デ
．

が）
を
中心と
する
政

治潮流と 、
部
小
平路
線の

オロ
ギl
の
上
部
附
造で
迎め
て
きた
今日
の
邸
小 ．

助
けをか
りて
復活し
た
陳
雲を
中心と
する
経
済

平
路線と
して
固め
ら
札つ
つ
あるの
だ
が 、
邸
小

人
眠 、
陳
雲 、
調
震林 、
持－
波らの
潮
流が
大
き

平が戸
九七八
年十二
月の
中
国
共
盛

党第十一
期
t
〈
合
筑して
中国
政
治を
9
i
F
してい
〈乙
とに

三

中会蚕以来築い
て
きた
方
向が 可
今
回ほ
ぽ
全

なっ
たとい
え
よ
う 。
．

図
的陀
硝
脱され
たといっ
てい
w e

－

やが
て 、 ．
咋
年
六
月の
中
国

共産党第十一
期六

中全会で
は 、
華
国
鋒を
党主
席の
座か ．ら
引
き
ず

りお
ろ
すと ．とに
成
功し 、
さ
らに
非毛
沢
東
化
を

文
書の
よで
も
隠
認
し
た
きわめ
て
重
要な
決
議 、

「
建
国以
来の
党の
若
干の
歴
史
的
問題に
関
する

決
議』
を
探
択
すると
と
が
で
きたの
で
ある e

ど
うして

党中央レ
グェ
ル
で
は
人
的に
も
イ
デ

オロ
ギー
的に
も
非
毛
沢
東
化
を
実
現
し
た
も
の

の 、
中国
共
産
党員三
九O
O
万
人の
中に
は
なお

五
Oパ
1
セ
y
ト
に
近い
文
革
時の
入
党
者がい

る 。
毘
小
平・
胡
踊
邦
体
制に
とっ
て
は 、
次のス

テッ
プ
と
して
中国
共
産

党会底の
非毛
沢
東
化
を

図るとい
う
重大な
政
治
的
任
務が
あっ
た 。
今
回

の
党大
会が
従
来の
党主
席
制を
廃して
総
書記
制 ．

を
新
設し 、
同
時に

党中央
書
記
処の
栂
限を
著し

〈
強
化し
たと
と
は 、
と
の
よ
う
な
中国
央
産
党
全

体の

組敏的
な
非毛
沢東
化の
撒
進に
もっ
と
もふ

さわ
七い
体制を
つくっ
たと
と
だ
とい
え
る e

つ
ま
り
従
来の
中
国の
政
治は 、
何といっ
て
も

カ
リス
マ
的
指
噂者で
あっ
た
毛
沢
東 、 ．・あ
るい
は
・

国
家の
顔と
して
親し
ま
札てい
た
周
恩来とい
う

よ
う
な
領袖の
もとに 、

党中央政
治
局つ
ま
り 、

ポ
9トピs
l
ロウ
が
存在
し 、
モζ
が
政
治の
中

心
だっ
たの
だ
が 、

最近の
中国
共
産
党は
ι
り
官

僚的・・

組織的な
体質の
党に
なっ
て
きてい
ると

－ I 78 
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とに－m
さ
れ
る
よ
うに
グ今
後は
総
書記を
嬰と
し

た
人
材が
多数
登
用さ
れてい
る 。
ζ
の
と
と
はピ

だ
ろ
ラ 。
11・
11
4． J

た
櫛
紀
処

宮
g

z
q
きわめ
て
2
1

1
1ロ
タ
ラ
テ
；
2
新
しい

官僚
独
警
官

一
九七
七
年
夏 、，
奇
跡
的に
二
皮
目の
揺を
泉

ロ
タ
ラ
ティッ
ク
主
体制の
もと
で
政
治を
符なっ

ふ
さ
お
しい
人
的
新
陳
代
謝が
行わ
れてい
るζ
と

し
た
卸
小
平怯
次の
よ
β
な

mm
宮を
し
た 。
自
分の

て
ゆぐで
あろ
う骨
・

．
．

 

を
も
示してい
る0
・
4
．

・

．

体は
一健康その
もの
で
どζ
も
感く
ないl

bと
八

と
う ．し
た
状
況
下に
あり
なが
らー
なお
今
回の ・

．・

． 一

年か
ら
十
年は
大
丈
夫だ
l！と ＠
彼の
発雷し
た

・

不

蒋帰
点
に
き
た

中国

：’

八
年か
与
十
年とい
う
年
月は 、
まと
とに

象徴的一

第十二
回
党大
会で 、
繋剣
英 、

議先念な
どの
長

老を
政
治
局に
と
どめ 、
すで
に
政
治
的影
締
力を

今日
の
中
国の
政
治の
中に
は 、
節
小
平
主
噂の

で
あιー

つ
ま
り－
九八
五
年
ない
し
七
年ぐ
らい ・

全〈
失っ
てい
る
都圏
鋒を

中央詰員会に
と
どめ

あま
りに
も
急激
な
弗毛

沢東化路
線に
対
する
抵

まで
は
自
分が
中
国の
政
治を
見る
の
だ

ιい
うζ

たの
は 、
そ
して
ま
た
陳雲 、

態輿モの
他
劉
少
脊

抗が
た
しか
に
存
在
する ，
中
国
社
会の
内
部に
ほ

と
で
あり 、
毘
小
平に
とっ
て
現在
は
ま
だ
ま
だ

そ・

ヲ
イy
につ
なが
る

旧実栂派
政
治
家も
依
然と
し
・
ポス
ト
溜
小
平
時
代へ
の
不
安と 、
今日
の
卸
小
平

の
政
治
戦略の
途・ι
なの
で
あっ
て 、
あと
三

年
な

て
第－
線に
残り 、

中央政
治
局そ
れ
自体に
ほ
大

路
線に
対
する
不
信の
励
きが
ある ，
しか
レ 、
ζ

い
し五
年の

政治的
猶
予
期
聞が
あると
と
を
意味

きな
変
化が
なか ．っ
たの
は 、
すべ
て
の
固で
郡
小

札
ら
反
卸
小
平
的
な
勢
力な
り
助
きなりが 、

組織

してい
る 。

四
小
平と
し
て
は
み
ずか
らの
死
後にJ

平・
認邦
事
部の
思
惑ど
お
りに
動
支
と
は

的・
官僚
的た
独
裁
体
制を
強
化しつ
つ
ある
京

万
全を
期
する
ため、
ま
たと
れ
ま
で
中国で
は
最

い
え
ない
舗が
ある
と
はい
えν
そ
れを
わ
が
国

汗・
盟
諸
議
室
すだ
けの
力に
なり
得る

襲
警の
死
後 、

政
治が
どの
よ
うに
をし
た

のマ
ズ
ヨ
ミの
多〈が
見る
よ
う
に 、
野
小
平の
政

．か
とい
え
ば Y
と
れ
は
と
て
も
無
理
だ
とい
え
よ ．・
か
を
あま
りに
も
近ぺで
見続けて
きてい
る
だ
け

治
戦
略の
n

挫
折a－
ない
し
は
田
小平
政
治へ
の
抵

う o
t
は
や
毛
沢
東
時
代の
再
来は
あり
得ず 、
文

に 、
彼
仕
み
ずか
らの
死
後
再び
政
治が
政
助
し、

抗の強さと
見る
の
は
当
ら
ない 。
わが
国のマ
ス

草型の
政
治を
繰
り
返
すζ
と
はで
きない
とい
う
・
自身が
進め
て
きた
政
治
戦略
が
覆
さ
札
ると
と
の

ヨ
ミ
は 、
従
来 、
中国
報
道で
誤報を
〈
りか
え
し

歴
史的・
社
会
的留
勢に
現在 ．m
中国
指
噂部は
採

ない
ため
に
も 、
決してい
ま
無
理
すべ
きで
は
な・・

て
き
た
ため
に 、
今
回
、舵
ピ
懲
り
て
な
ま
すを

っ
てい
る
の
で
ある e
－

－
u
・

い
ζ
ι
を
知っ
てい
る 。そ

の
と
とが、
今
回の
第
十

糊

吹く」
の
感な
ぎに
し
も
あら
ずだとい
え
よar e －

と
の
点で
も
は
や
中国の
政
治拡ポ
イY
J
オ

‘
＝
回
党大
会で
名
目的に
も
懇
国一揖を
残し 、
繋
剣
酬

今
回の
大
会で
選
出さ
れ
た二
百
名前
後
の
中央ド
プ ・・
ノ
1・
3
1
5
地
点を
すでに
越えてい

英 、

完
管
室の
地
位を
現
状
維持せ
しめ
た
朴

委員の
約
半数は
新しい
中
央
委員で
おり 、
重
要

る
の
で
あり 、
問
題は
ま
だ
ま
だ
山
積してい
2

2
5
3
るの
で
は
ない
か
と
を
考
え
てい

柵

．
なポ
ス
トに
は
胡
捌
邦とと
もに
長

年中国
共
産
党

．
せ
よ 、
野
小
平ヤ
胡
飽
邦
体
制が
徐々
に
固め
ら
れよ
る 。
従っ
て
今
回の
党
大
会が
下
ラマ
チッ
ク
な
人

．
の
外
卯
団
体で
ある
共
産
主

義利年
団を
支え
て
き・

つ
つ
あるの
は
疑い
も
ない
事
実だといっ
て
よW

事の・一
新に
至ら
なかっ
たか
らといっ
て 、
野
小－
w

．

 

：lil
i－－

 



スロフ
政

治局貝らと政しく
わた
り合っ
て
き
た・
ぎ
を批判
する簡文
を掲げ
る乙
とに
よっ
て ー
たとい
わ
た
与え毛沢東
の
人
民公
社政策

・ζ
と
に
示される
よ
うに 、
実備
派の
国

は々ソ連
文
化
大
革命の
の
ろし
を
あげた。
と
の明
代の清
は誤
りで
あ
り 、「
大踊
進」
政策
を
やっ
たら
中

‘

 
．．

 
と
紛
争して
きた
人
た
ちで
ある e
しか
し
なが
ら

官 、
混
瑞は
わ
が
ま
ま
な
皇
帝
を
諌め
よ
うと
して

国の
経
済
は
め
ちゃ
め
ちゃ
に
な・る
と
い
う
意
見

、．‘．
己れら
実栴派の対ソ恕磁の根本はあくまでも
失脚したのだが 、との侮瑞が実は
彰徳懐のζ．
を 、
正々
堂々匂毛沢東に対する手紙と
党中央

イ
デ
オロ
ギー簡争
とい
う次元での対ソ批判で
ι
で
あり 、
党内の実槌
派怯
一影徳懐
を
復権させ

筈員会vm対す
る

意見書に
よっ
て
提起し 、
その

あっ
て 、
世界戦略と
してソ
迎と対
決する乙
ど

よ
うとしてい
ると批判
さ
れ、乙れが
文
化
大草
意見に怒った
毛
沢東はとれ
以上の
下
品
な言葉
・

せ
は
決して
な
かっ
“たので
あ
る 。

・一
命の
発
端に
なったの
で
あ
る 。
．

・

． ．
．

．
 

・

は
ない
ほ
ど
の
宮
辞で
彼
をロ
ぎ
たな
く
腐り 、
そ

．
とと
ろが
今日
の
中
国で
は 、
・も
し
も
政
治家の

し
て
彼
と
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
失
脚
さ
せ
た
の
で
あ

．
親
ソ
派
グ
ル
ー
プ
の

復権

．

人
気
投
票を
行えぽ
診
徳慣が一
番人
気が
あるの＼
る1
諺
徳懐は
ま
た
朝
鮮戦
争当
時の
司
令
官
と
し

とうした劉
少脊路
線を
中心に据えて考え
る

で
は
ない
か
と
思
われ
る
ほJ 、彰
徳懐に対する
で、
中国
の農
民
ゲPヲ
型の軍隊を近
代
化し
な

と 、ι
り
親ソ
的危
路
線で
ある

欝徳懐グ
ルー
プ ．． 静価が高まっ
てい
る ＠
民衆の
気持も彰
徳懐．
に・
ければ駄目だ
とい
う認胞に支えら
れ、ζ
の点

の
立
場は
どの
よ
うに
な
るで
あ
ろうか 。
かつ
て

大
き
ぐ
傾
い
てい
る骨
彰
徳
懐
はい
う
ま
で
も
な、
で
もい
わ
ば
ML
F
烹1
Jfγタ
Y
ティ
ー
に
立
脚し 、
．

文

化大器開幕期の一九六五
年一
月 、

震
え
貢じて内外に
わ
たる
毛
沢東戦略に
真正

た毛沢東と
翌し、軍の近
代
化除
雪
還し

「
四
人組」
の一
人と
し
て糾抑されると
とに
な

函
か
ら対抗じて
きた
人物だか
らで
ある。人
民・ ．‘
て敗北じていった ，

っ
た
挑
文元は1
上
海か
ら
実
制
派の
牙城・
北
京

公
社・
「
大問
進」
政
策をめ
ぐっ
て
は 、
あの一

乙
う
し
た
経
締が
ある
だ
けに 、
毛
沢
東
が
間
違

を
攻
躍
す
る
た
め
に 、
明
代の
歴
史
劇・「
悔
瑞
髄

九五
九
年
の
盛
山
会
議で
天
下
分け
毘の

決戦を
し
・
っ
てい
た
とい
うζ
とに
なっ
た
今回 、
そ
の
反
助

t� 

aト， ～・
平戦略のつ
まず
きだと
見るの
は早肘で
あ
るι

そ
礼
どと
ろか 、

会立体
的
な
潮
流は
ま
さに
廊
小

平・
胡
捌
邦路
線と
して
の

党官僚
独
隷
体
制の
強

化の
方向に
あ
る
とい
っ
て
よい
で
あ
ろう 。
雷
う

まで
も
な
く 、
乙
うし
た
党
官僚
独
我体
制は
中国

社会の
中の
さ
ま
ざま
な
欲
求
不

満分子や 、
ある

い
は
西側諸国に
傾斜し
た
り 、
い
わ
ゆるブル
ジ

ョ
ア
思
想に
概さ
れ
た

分子を 、
今
後徹底
的に
抑

医
してい
〈
立
場を
と
るで
あ
ろう e
他
方 、
毛
沢

東
政
治のシy
ポル
で
あっ
た
人
民
公
社を
解
体・

再編する
乙
と
に
よっ
て
中国
社会の
生産
単
位を

い
わば

操業集団化時代に

逆戻り
させ
てい
くζ

とに
な
ろ
う 。
そ
れに
よっ
て
過度に

集中化さ
九

た
人
民
公
社に
よ
る
生産の
社
会
化を
迎
舷させ 、

生産力を
向
上させ
る
ため
に
は 、
よ
り
集団
化傾・

向の
低い 、
そ
れ
だ
けに
個人の
選
択
や
個人の
物

質的利益が

直接反
映さ
れ
る
よ
うな
操
業形
態を

考えてい
〈と
とに
な
るで
あ
ろ
う。

同
時に
その
ζ
と
は
中国の
社会

主義雄
陸
路
線

が
よ
りy
迎毛
デル
に
近づ
くと
と
を
窓味し 、
そ

うし
た

党官僚独裁
体制の
性格を
反映して 、
よ

りオ1
y
ドッ
クス
な
社会
主
義的
対外
路
線が
打

ち出
され
て
〈
るで
あ
ろ
う ，
とζ
に
わが
国に
と

っ
て
の大
きな不安が
あると
と
はい
うまでも
な

・ ． ． － 

身、
今
夏、
西
下
イ
ア
の
ザ
1
ル
プ
9
品
ツ
ケ
シ
で
行

J
j

わ
札
た「
現
代
中
固
に
関
す
る
国
際
会
議
」
で
ア
メ
F

転
換
し
た
中
国
の
世
界
戦
略
．

カ
を
はじめ
と
する
世
界の
第一
線の
中国
研
究
者

・
以
上で
分析し
たよ
う
な
中国
共
産
党の
新じい

と
意見を
交え
て
み
て
も 、
その
ほ
と
ん
ど
の
見
方

91
F1
シ
ップ
の
方
向お
よ
び
そ
の
体質か
ら
す

は 、

中国の
世界戦略の
変化な
ど
を視野に
はい

る
と 、
中
国の
世
界臓略と
対外
路
線は
大
きく
変

・
れて
お
らず、従っ
て
中ソ
和解につ
いて
も依然

化して
ゆく
もの
と思われ
る ，早
〈
も
七八
年十
と
し
て
懐疑
的な
意見が多
かったの
で
ある 。

二
月の
三

中全会
以
降 、
徐々
に
進んで
きた
部
小
川
しか
し
な
が
ら 、
毛
沢
東
の
圏
内
政
治を
否
定
』

平・
胡
飽

邦体制の
磁
立 、
つ
まり
非
毛
沢
東
化の ．
し 、
「
毛
沢
東
思
想」
を
根
本
的に
否
定して
お
き

進捗に伴っ
て
中国の世
界臓略は
すで
に
変化し
な
がら
、毛沢東の
世界戦略
ないし
は

対外
政策

・つ
つ
あっ
た
ので
あ
り 、
そ
の
と
と
が
今
回の
第十・
は正しかっ
たとい
うような評価が
中国
政
治の

二
回
党
大会の
胡
飽

邦豊田にお
け
る
西

側諸国 、・
体質上、
あ
り得るだ
ろ
うか
。今日

の中国が
目

特
に
日本
へ
の厳しい
獲野と
中ソ
関係改普
へ
の

指すの
が
非毛沢東
化で
ある
なら 、
当然、
毛沢

意思表
明に
よっ
て 、
い
わば
再稲
臆
され
たとい

東の
対外
政
策
も
否
定
さ
札
て
ゆ ．か
ざ
る
を
得
な

っ
た
方が
正しい
？ ・．
．．，

．．
．．

 
ぃ。モじて毛沢東の
対外政策の最も
象徴的な

と
の
よ
う
な
見方は
わ
が
国で
も 、
国
際的に
も

あ
ら
わ
れが
対ソ
対
決で
あ
り 、
中ソ
対立を
も
た

き
わめ
て少数で
あ
ろ
う。中国が
七九
年の
アフ
らし
た毛沢東
型
世
界戦略
で
あっ
た。
だ
が今

ガユ
ス
タy
危
機 、
あるい
は
米中
国
交正
常化と

目刈
中国
共
産
党の
91
F
l
の
体
質が
五

0年代

い
う
国
際
環境の
中で 、
七
八
年
夏に
日
中
平和
友
．

初
頭に
まで
戻り 、

基本的に
銅
少
奇
路
線とい
う・

好
条
約を
締結
して
以
来 、
激し
く
反「
覇描
主
義、

ζ
と
に
な
ると 、，ソ
迫に
近いaとい
うと
と
は 、
決

つ
まり
反Y
政
策
を唱え
てい
たと
と
に
と
伝
わ
れ

して
許
容で
きない
ζ
と
で
は
な
く
なっ
て
ぐ
る ．

て 、
中
国は対ソ対
決盗勢を強
化して
きてい
る ．・
も
と
よ
り劉
少
奇、卸小
平 、
あ
るい
は
彰
真と

と二般に
は
見ら
札てい
た ，
わが
圏内におい
て

いっ
たよ
う
ないずれ
も
実描探の指講者が 、
ィ

も
そ
うし
た
意
見が支配
的
で
あっ
たし 、
私自
デすロ
ギ1繭
争として
は 、ソ
迎共産
党の
スl

ぃ1．

80 
－ ． ＼ 

滑
日本を
察
官救
Z苦悩の＝－一0日間

毎
事
刀刃
口一
附
史
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議記者

蹄
llJI ll－j l
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事
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諮
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駐
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1
i
uド
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5
3
海
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リ
し
て
当
然 、

産
管
長
も
す
ぐ
れ
た
指
著

い
っ
た
事
件で
あ
五 。
と
ζ
ろが 、
ζ
の
富
葬

式
とh
う

評
価が
高ま
りつ

つ
あ
る
わ
けで 、
人
民
・ ．

に
迎
座

L
た泣
要
な

ペハ
物が 、・
な
ん
と
最
近
復
活～

出
版
社は
昨
年
答に
『削指
僚協
自伝』
を
出
版し 、
．・
し什
と
の
皮の
第－Y
二
回
党
大
会 ．で
は
中
央
委員に

い
ま
そ
れ
が
大
変
な
人
気
を
即
し
てい
る 。
ζ
の
事

選ば
れた
り 、折 ．設の

顧問書員会
委員に
なっ
己

実は
ま
さに
今日
の
中
閣
の
政

治認の一
つ
の
反

t

i

t・

5
第一
書
記 、

i

映
だ
とい
っ
て
よい
で
あ
ろ
うι

・
．

黒
竜
江
省

第一
審
配
ら
が
そ
うで
あ ．a 。

従っ
て 、
当
時
都世
俗桜グル
ー

プ
と
し
て
失
脚
し

．

と
れ
ら
は
き
わ
め
て
象
徴
的
な
出策
本
で
あ
る

でい
っ
た
多く
の
政
治
家
た
ち
は 、
今
回の
第
十
こ

が 、
劉
少
奇
路
線
を

真ん
中に
鋸
える
之 、
ま
ぎれ

回
党
大
会の
人
取に
明
ら
か
なよ
うに 、
ほ
と
ん
ど

も
ない
守
派
さ
え 、
政治
的に
種
し
得

が
復
だ
し
て
きで
いる 。
反
問 、
か
つ
て
あ
れほ
ど

を
意味
す
る
の
だ
とい
え
よ
う 。
ζ
の
よ
う
な
事
実
・

人
気の
高かっ
た
周
忽
来の
影が 、
ζ
の
と
と
ろ
中

は 、
中

国
の
内
政
の
変
化が
ソ
迎を
基
軸に
し
て
大

国
内
部で
ほ
し
ぼ
ん
で
きてい
る 。

きく
動い
てい
る
と
と
を
端
的に
示
し
てい
る 。．

周
恩来は 、

晩年
は
と
も
か
く 、

当
初は
毛
沢
東

だ
が
同
時に
そ
札
ば
か
り

か
賢
近で
は
中
国
外
筏

に
］
し 、

文
訟に
附
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う 。

省
そ
の
他の
符
政レ
ベ
ん
で
も 、
い
わ
ゆ
る
貌ソ
派

’
点
主泌
く
なか
れ 、
と
う
し
た
彪
際協グルー
プ

や
完
全なス
タ
1
9ン

主
義
者だ
けで
な
く 、
い
か

の
み
な
ら
ず 、
もっ
と
度
終
的に
ソ
迎と
絡ん
だ
高

ゆ
る・ ，
知ソ
派’
の
p
l

ダ
ー

た
ちが
著
し
く
台
頭

．
胸グル
ー

プ
の
人
た
ち
ま
で
が 、
股
近
復
活
し
てい

し
てい
る 。
そ
の
最
も
象
徴
的
な
例は 、
去
る一一一
月

る
の
で
あ
る 。

尚闘拡件に
つ
い
て
は
私
自
身 、
詳

二
十
六
日 、
プレ
ジ
永フ・
ソ
迎
共
産
党
笹
配
長が

抑制に
分
析
し
たと
と
が
あ
る
が
（
州
市省
『
中ソ
対
立

タ
シ
ケン
ト ．で

符
なっ
た
中ソ
和
解へ
の
呼びか
け

と
現
代』
第
五
章
「
高
簡
取
件
と

中ソ
関
係」 、
中

を
中
国
側で
受
けと
め 、
「
プレ
ジ
ネフ
発
言
を
留

川
公
君 、
一
九
七
八
年 、

品目
出 、
他
国
以
来
母

恕
す
る 。
そ
し
て
ソ
巡の
実
際
高
を
見
る」
と
雷

もの
深
刻な
織
消
m
件で
あ
り 、

県
北に
独
立
王
国

明
し
た
外

務省新
聞
局長（
当
時）
の
銭
其
深で
あ

をつ
く
ろ
う
と
し
た
とい
う

邦状で
中
図
共
鐙
党
有

ろ
う 。

彼
は一
九二
0
年
代
金作
の
中
堅
幹
郎で
あ

数の
9

1
ダ
l

前倒
ら
が一
九
五
四
年に
失
脚
し
て

語 、
岡町h
モ
スク
ワ
駐
在
の
経
験が
あ
り 、

をy

e 、
、

事、． ． 
．司持，－・・ー胴ーーーー・ ・e・ー

み
な
ら
ず 、
ソ
辿か
ら
は
ソ
辿
外
務
省
傾
烈
第一
部

文
を
掲
げてい
る 。

長M・
S－
カ
lピ
ッ
ツ
ァの
防
中の
み
な
ら
ず 、

‘

こ
の
よ
う
な
対ソ
関係
改
笹へ
の
大
き
な
潮
流の

さ
ら
に
ソ
辿外
務
省
削
聞で
カ
l
ピy
ツ
ア
と
と
も

中
で 、
ζ
の
と
と
ろ
さ
志
ざ
ま
な
出
来
吸が
中ソ
間 ・

に－Y
辿にお
け
る
中
国
研
究の
代
法
的
な
り
l

ダー

に
発
生
し
てい
る
（
鮮
し
く
は
釧
稿
つ
和
解’
へ

・

で
も
あ
る
チフピ
y
ス
キ
1

中ソ
国
境会
政
問
問
な

動
き
出
し
た
中ソ
関
係」 、
『
朝日ジャ
ー

ナル』
一

ど
も
北
京を
紡れ
てい
る 。
と
れ
ら
の
中ソ
双
方の

九
八
二
年
七
月
九
日
号） 。
ζ
う
し
た
潮
流の
中で 、

閥均
一は 、
中
図
紛
も
し
く
はロ
シ
ア
路でお
互い
に

今
回の
党
大
会の
飢
餓
邦
報
告にお
け
る
対ソ
関
係

話が
で
き
る
人
た
ち
で
あ
る 。

改
部俊
梁が
あっ
た
の
で
あ
り 、
今
回の
胡
悶
郊の

し
か
も 、
乙
う
し
た
状
況の
中で
去
る二
月に
胡

発
言は
決
し
て
突
然の
も
の
で
は
ない
と
と
を 、
ゎ

m
邦は
「
毛
沢
東
時
代の
よ
う
な
m
m
げ
た
中ソ
対

れ
わ
れ
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ない
？

立の
た
め
に 、
ソ
迎に
つい
て
学ぶ
ζ
と
を
忘
れ
て

中
国は
と
の
問
「
願
締
主
義」
反
対
を
強く
唱え

し
まっ
た 。
ロ
シ
ア
賂
も
勉強
し
なく
なっ
て
し
ま

て
き
た
反
函 、
園
内
政
治の
内
在
的
な
変
化に
従つ

っ
た」
旨
宛
冨
し
て 、
ロ
シ
ア
間
世
代の
新
しい
宵・
て 、
すで
に
中ソ
和
解は
徐々
に
始まっ
てい
た
の

成
を
咋び
か
けて
い
た 。
そ
し
て 、
郎
小
平
系
列の

・
で
あ
る 。
そ
の
と
と
は
同
時に 、
中
国の
世
界戦
略

・
・

維
胞
と
も
宮わ
れ
る
香地の
『
七
0
年
代』
は 、
ζ

が
板
木
的に
転換しつ
つ
あ
るζ
と
を
も
意味
し
て

の
七
月号で 、
つ
い
に ．「ソ
迎に
学べ」
とい
う
拾

い
た 。
従
来の
よ
うに
西
側
諸
国 、
特に
日
本や
ア

空軍－

南
国

大
使
館．に

ふU
い
て
は
政
策
担
当で
あっ
た 、
い

わ
ゆ
るロ
シ
アー
サ
ー
ビス

で
あ
る 。

伎は
ζ
の
五

月 、
園
局
院の
改
革に
よ
り

外
渡
次
官に
芥
絡
し
て

い
る 。
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秘かに進められた中ソ接触

さて 、
わ
が
国が
中
国と
の
教
科
＠
問
題に
問罪

さ
れ

吋い
る
ま
さに
そ刀
と
き 、
中
国
側は 、
び
そ

か
に

干
洪
苑・
中
国
外
お
省ソ
迎
東
欧
局長を
おソ

さ
せ 、
来るべ
き
中ソ
和
解へ
のス
テフ
プ
を
刻ん

で
い
た
の
で
あっ
た。
ζ
の
点
を
私
は
す
で
に
先

月 、
別の
文
章で
指
嫡
し

τおい
た
が
（
他
摘
「
活

か
さ
れ
ない
日

中交渉の
教
訓」ベ
『
中
央
公
治』
一

九
八
二
年
十
月
号） 、
中
国
当
局は 、
子
供
苑
お
y

の
置
要性
を
万
恩
副
首
相が
ζ
の
九
月
十
五
日
に
明

ら
か
に
し
た 。
そ
れ
に
気づ
か
ず 、
何
とか

教
科
S ．

問題で
中
国の
政
策に
合
致
す
る
よ
うに
と
努
力し

てい
た
わ
が
国
政
府・
外
務
首
脳の
餐は 、
あ
る
窓

味で
は川の

ま
り
に
も
滑
稽
だ
とい
えよ
う 。

去
る
四

月に
郎
小
平・
胡
飽
邦
両
首
脳が
肪朝
し
て
金日
成

主
席
と

懇
ろに
会
絞
し
てい
た
と
と
な
ど 、
ζ
う
し

た
大
き
な
変
化が
起
り

得る
と
と
を
日
本
政
府・
外

窃
省に
は
予
想
もつ
か
なかっ
た
で
あ
ろ
う 。

回収
近の
中ソ
関
係
を
額
る
と 、

子供亮の
肪ソ
の

メ
リカ
と
の
援
近を
中
心
と
し
た
中
国
の
世
界
戦
略 ・

は 、
ζ
の
と
ζ
ろ
ま
ず
「
第
三
位
界」
と
の
迎術 、

さ
ら
に
は
中ソ
和
解に
よ
る
社
会
主
義共
同
体と
し

て
の
再調
成に
向っ
て
大
きく
転じ
つ
つ
あっ
た
と

い
っ
て
よい
で
あ
ろ
う 。

と
う
し
た
中で 、
中
国は
昨
年来 、
社
会
主
筏
路

国に
とっ
て
は
決
定
的
な
問題で
あ
る 、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
「
迎紡」
の
励
きに
対し
て 、
つ
い
に一
貫し

て
否
定
的
な
態
度を
取っ
た
の
で
あっ
た 。
と
れ
は

た
ん
に
中
国
内
郊
の
反
体
制
努
力に
対
す
る
賂
念が

あっ
た
ιい
うと
と
の
み
な
ら
ず 、
結
局は
そ
う
し

た
綴
本
的
な
問
題
を
提起さ
れ 、
帥阻
み
絵
をつ
きつ

け
ら
れ
た
と
きに 、
中
国は
社
会
主
義の
立
織
を
堅

持し
た
とい
うζ
と
で
あ
る 。
と
の
取は
ソ
迎を
大

い
に
満
足
させ
た 。

と
う
見て
く
る
と 、
中
国の
世
界
戦略は
一円
び
変
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っ
た
とい
わ
ざ
る
を
得
ない・
私
は
従
来か
ら
国
間

扇
情%は 、
ほ
ぽ
十
年
周
期で
変る
とい
う
仮
説
を
立

・て
て
い
る
が 、
今
回
の
励
き
を
見
る
と 、
米
中
出世

近 、
目
中
国
交樹
立か
ら
十
年 、
日
中友
好 、

米中

後近の
蜜
月
時
代は
過
ぎ去っ
た
とい
っ
て
よい
で

あ
ろ
う 。
中国
は
西
側
開
国か
ら
吸
収
すべ
きも
の

を
十
分
吸
収
し 、
ζ
れ
以
上
は
吸
収
し
切
れ
ない 、

ζ
れ
以
上
は
M州
連
だ
とい
うと
と
を
再
認
険
し
な
が・

ら 、
社
会
主
総
間
凶
問の
相
互
依
存
性 、
類
似
性 、

共
通
性 、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
社
会シ
ス
テム
の
互
換

性に 、
再
び
気づ
きは
じめ
てい
る
の
で
は
なか
ろ

う
か 。

．
ソ
連
モ
デ
ル
へ
回
帰
す
る
中
国

怨近 、
中
国
囲
内で
符わ
れ
た
経
済に
関
するシ

ン
ポ
ジ
ウム
で
は 、
ソ
迎モ
デル
を
殴
ぇ 、
ソ
迎モ

デル
へ
の
回
初ζ
そ
が
正
しい
とい
うζ
と
が
結
倫

に
なっ
た
とい
わ
れ
てい
る 。
彼
ら
のい
う
「
悶つ

の
現
代
化」
を
数
字で
表
わせ
ば 、
今二
五
O
米ド

ル
附
後の
G
N
P
を
今
世紀
末
ま
で
に一
O
O
O
米

ドん
に
する
とい
うζ
と
で
あ
り 、
白
木はい
うに

お
よ
ぽ
ず 、
台
細川
や
制
園 、
シ
ン
ガ
ポ
ール

な
ど
の

問
成
長に
比べ
る
と
突に
ほい
成
長
市中で
あ
り 、
そ

の
よ
う
な
低
成
長で
あ
れ
ば
必
ずし
も
ア
メ
リカ

や

． ， 目
、．
は
激
しい
「
日
本
市
国
主
義」
批
判を
行
なっ
た 。

司、川 、そ
し
て
今日 、 ．七
0
年
代の
獄
線
を
経て
八
0
年
代

に
設
し
か
か
り 、
批
界的に 、
西
側
路図 、
社
会
主

務
路図
と
dy
に
録
済
的に
も
行
きづ
まっ
て
い
る
中

で 、
一
人
目
水が 、
低
成
長と
はい
えか
な
り

順
調

に 、
従
米に
も
同情し
て
そ
の
影
響
力
を
鉱
大
しつ
つ

あ
る
乙
と
は 、
中
国
に
と－つ
て
は
滞
在
的に
きわ
め’

てい
ら
立
た
しい
ζ
と
な
の
で
あ
るJ

そ
う
し
た
ゆで
中
国
が
再
び
対日
批
判を
行
う
の

も 、
中
国
サ
イ
ド
か
ら
す
れ
ば 、
そ
れ
は
ま
た
避け

ら
れ
ない
ζ
と
で
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る 。
し
か
も

そ
う
し
た
中
図の
対
日
批
判そ
れ
自体
も
きわめ
て

戦
略
的
な
も
の
で
あっ
て 、
かつ
て

W
「
日
本
軍
国・

主
義」
批
判が

米中隊近へ
の
政
策
転
倹の
途
上
行

わ
れ
た
よ
うに 、
今
回の
日
本
「
軍
国
化」
「
右
傾

化」
批
判が 、
つ
い
ζ
の
問ま
で
中
国
自
身
そ
う．
し

日
本に
後
近し
て
先
制咽
的
技
術
など
を
海人
する
必
r

のピ
ー
ク
で
あっ
た
よ
うに

思わ
れ
る。
中
国
を
戦

要は
たい
わ
けで 、－
ゃっ
ぽ
り

社
会
主

義のベ
lス

略
的に
重
視
す
る
余り 、
中
国
を
ソ

述に
対
す
る
対

で
い
っ
た方
がい
い 、
とい
うζ
と
な
の
で祉
な》

抗
勢
力 、
カ
ウン

タ
ー・
ウエ
ー
ト
と
し
て
軍
事
的

ろ
うか 。
あ
ま
り
に
も
差の
あ
る

日
本に
学べ
とい．
に
も
育成
し 、
出
来孔
ば
中国
の
武
器
休
系を
ア
メ・

つ
て
は
み
た
が 、
社
会の
シ
ス
テム
が
社
会
主
義で

リカ
型の
も
の
に
し
よ
う
と
佃提
案し
た
と
きに 、 ．
そ

あ
る
と
ζ
ろへ一
貫yス
テムの
全
自
動
化さ
れ
た

う
し
た
踏み
絵
を
突
きつ
け
ら
れ
た
中
国

は、
結局

ヨ
ン
ピ
ュ
lタl

で
操
作
さ
れ
る
鉄
鋼プ
ラン
ト

な

そ
れに
乗っ
てζ
なかっ
た 。
私は 、
米中
関
係の

ど
を
もっ
て
きて
も
使い
切
れ
ない
し 、

使っ
た
と・・

冷
却
化は 、
台
湾
問
題は
表
面
的
なζ
と
で
あ
り 、

と
ろで
労
働

節
約
的
な
も
の
に
なっ
て 、
あ
り

余
る

ζ
う
し
た
米中
間の
板
本
的
な
と
と
ろで
の
食い
違

労
働
力が
逆に
社
会
問
題に
なっ
て
し
ま
う 。
そ
の

・
い
が 、
結
局は一
つ
の
，

歴
史の
教
訓H
と
し
て
中

辺の
事
怖が
わ
かっ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う 。

・

国
側に
受
けと
め
ら
れ 、
そ
れ
以
後
中
国は
ア
メ
リ

ζ
ぅ・し
て
見て
く
る
と 、
今
回の
第
十二
回
党
大

カ
に
対し
て 、
か
な
り

厳しい
獲勢に
出
るζ
と
に

会は
そ
う
し
た
中
国の
世
界峨
賂の
転換
を 、
母
終

なっ
た
の
だ
と
とjえ

てい
る 。

的に
稲
認し
たζ
と
に
よっ
て 、
今
後
中
国は
対ソ

日本とて例外ではない・

和
解へ
の
動
き
を
さ
ら
に
進
め 、
勘
合
に
よっ
て

－

－

は 、
国
際
共
産
主
義
運

動の
符舗を
も
含め
て 、
新

日
中
関
係
に
は
そ
も
そ
も
大
き
な
異
質
性
が
あ

しい
社
会
主
義プ
ロ
7
ク
の
形
成
に
向
う

可
能
性
も

り 、
非
対
称
性が
存
在
する 。
そ
れ
は
冒
頭に
述べ

あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る 。

・

’ ，

た一
人
当
り
の
G
N
P
が
中国が
二
五
O
米ドん
な

と
う
し
て 、
中
国の
将
来に
関
し
て
は
結
局 、
中

ら
日
本は
約一
万
米ドん
とい
う 、

四
十
倍
も
の
愛

国
が
共
産
党
政
悔の
国
家で
あ
るζ
と
に
は 、
激
し

が
あ
るζ
と
に
も
明
白で
あ
り 、
そか
異質
性 、
非

い
中ソ
対
立
に
もか
か
わ
ら
ず 、
当
面
変
り
は
ない

対
称
性が
あ
る
と
と

自体が
さ
ま
ざ
ま
な
摩
僚
を
も

とい
うζ
と
を
隠
恕
さ
せ
た
の
で
あ
る 。

・

た
ら
すの
で
あ
る 。
考
え
て
み
れ
ば 、
かつ
で
白
木 ．

ア
メ
リ
カ
側
と
し
て
もへ
イ
グ
国
務
長
官 ．（
当

が
六
0
年
代の
経
済成
長の
の
ちに
ア
ジア
に
大
き

時）
の
防
中
し
た
昨
年
六
月が 、

米中
関
係の一
っ

く
プレ
ゼ
ン
ス
を
鉱
大
し
よ
う
と
し
た
と
き 、
中
国

た
「
軍
国
化」
「
右
傾
化」
傾
向
を
助
長
し
て
い
た

に
もか
か
わ
ら
ず
急述に
怠っ
てい
る
と
と
は 、
中

ソ
和
解とい
う
従
来の
政
策か
ら
の
根
本
的
な
転
換

．
の
中
で 、
中
国
がい
ま
自
ら
の
立
旧制
の
，

本
命
住酢

．
を
跨－m
ナる
ため
に
も
必
要で
あっ
た
とい
え
る
で・

あ
ろ
う y・
2
：・・

！・
・
2・

ls

i

そ
うで
あ
る
だ
けに 、
私
た
ち
は
日
中
関
係
を 、

．

目
先の
利
益や
小
手
先の
対
応
を
縫
れ
て 、
よ
り

長

期
的
な
展
望の
中で
考
え 、
そ
う
し
た
異
質性 、
非

対
移
住に
耐
え
得る
よ
う
な
魁
念と
政
策
を
打
ち
立

て
てい
か
なけ
れ
ば
な
ら
ない 。

結
局は
中
国
も
社
会
主
終
国
家で
あ
り 、
中
国
共

路
党が
指
訴
する
「
戦
略
国
家」
で
あ
るζ
と
を
阪・

認
せ
ざ
る
を
得
ない
の
で
あっ
て 、
そ
う
し
た
基
礎

の
上
に 、
日
本と
し
て
何が
可
能で
あ
り 、
何が
不

可
能で
あ
る
か
を
見
きわめ
た
対
中
政
策
を
形
成
し・

r 

言以

〈畳録商怨〉
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・
てい
く
必
盟が
あ
ろ
う 。

過
去
十
年
の
目
中友
好プ
lム
とい
う
も
の
は 、

そ
う
し
た
臼
中
間の

異質性
や
非
対
綜性 、
ま
し
て

や
社
会
体
制
や
イ
デ
オロ
ギ
ー

の
違い
を
じば
し
ば

忘
却
させ
て・し
まい 、
「
日
中・
友
好
子々
孫々
」
「一

衣
裕
水」
とい
っ・
た
情
緒
的
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も

と 、
日
中
関
係の
近
百
年
を
と
れ
ば 、
む
し ．
ろ
非
友

好の
時
代の
方が
長かっ
たζ
と
さ
えパ
忘
れ～た
か

の
よ
う
な
対
応
を 、
日
本自
身が
行
なっ
て
き
た
の

で
あっ
た0・

今
後の
中
国
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
も 、

中
国の
変
化に
動
じ
ない
だ
けの
主
体
的
な
中
国
認

践
と 、
そ
れ
に
基づ
く
長
期
的
な
展
望
を
もっ
と
と

が
差し
迫っ
て
必
要で
あ
るζ
と
を 、
最
近の
中
国

政
治の
動
きと 、
い
わ
ゆ
る
教
科
穆
問
題は 、
わ
れ

わ
れ
に
改め
て
教え
てい
る 。
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